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奈落から操る
希代の人形芝居

安中市役所　☎027－382－1111 2025年10月1日号

燈籠人形の
作り方

材料300年以上伝わる  燈籠人形
　中宿地区に伝わる燈籠人形は、江戸前期の明暦2・
3（1656～57）年ごろ、地域の農民芸能として始まっ
たといわれ、かつては地元神社の例祭の前後に上演さ
れていた、口伝で継承される人形芝居です。
　人形の胴体の中に回転するカンテラ（＝小さいラン
プ）を付けて光らせ、糸で操るのが特徴です。人形は
竹ひごを骨組みにして和紙を貼り、ロウで縁取りした
線画に絵の具で模様を描いた衣装を上から着せます。
上演のたびに、練習・本番・予備用にそれぞれ3体を
新しく作るため、とても手間が掛かります。

熟練の技とチームワーク

　人形には何本もの糸が取り付けられ、それを天井の
框に通してから下ろし、舞台床下の「奈落」にいる操
り手が動かします。糸操り人形の多くは、人形の上か
ら操り手が糸を動かすのに対し、燈籠人形のように下
から操る例はほとんどなく、とても珍しいものです。
　人形の操作は1人ではなく複数人で行います。いず
れの演目も直接ではなく、上を見ながら間接的に行う
ため熟練の技術とチームワークが必要です。また、人
形だけでなく背景の転換も糸で行います。

とうろう

ならくかまち

　かつて、中宿の農家の長男
だけが演じることを許された
という燈籠人形。幕末から明
治、昭和の初めごろまでは何
回か上演されていましたが、
昭和4（1929）年を最後に途
絶え、記録も少ないため次第
に忘れられていきました。

万博や海外にも出展

　昭和28年、地域の旧家で
人形が見つかったのを機に、
3年後には地区全戸が対象の
保存会が結成され、久々に公
演されました。その後、東京
国立劇場や大阪万博での公
演、ドイツのミュンヘン人形
博物館などへの人形出展など
を経て、類例のない独特な民
俗芸能として昭和52年には
国の重要無形民俗文化財に指
定されました。しかし、後継

者不足などから平成13（2001）
年の市文化センターで演じた
のを最後に、本格的な公演は
中断しています。

燈籠人形の「灯」は消さない

　前回の公演から24年がた
ち、当時の様子を知る人も少
なくなり、燈籠人形の伝承を
危ぶむ声が大きくなってきま
した。中宿から燈籠人形の灯
は消さない―。その思いか
ら、保存会は人形作りや地元
の祭りでのミニ公演を、少し
ずつ続けてきました。
　そして今、中宿糸操燈籠人
形保存会はいよいよ「復活」
を目指し、1年以上前から毎
週のように人形制作や操作の
練習に取り組んできました。
今回は、11月の公演に向けた
保存会の活動を紹介します。

24年ぶりの復活公演

めいれき

は主に竹と和紙です。顔と手足には木の型があり、そこに和紙を
貼り重ねて作ります。和紙は埼玉県小川町のものを使います。胴

体や腕などは竹ひごと針金で骨組みを作り、上から和紙を貼りつけます。
　人形の質感にもこだわりがあります。和紙を粗くもめば硬く、細かくもめ
ば「ちりめん」のような柔らかい風合いになるといいます。

衣装などの模様はロウを溶かしたもので縁取り
し、人形の種類に合わせて色付けをします。

昔は、日本画で使われる「岩絵の具」で描いていました。
一般的な絵の具だと色が濃すぎて人形の中の光がうまく
透き通って見えないため、今は染料を使っています。
　人形の中の明かりは、かつて屋外で上演していたころ
は油を入れて火をともす小さなカンテラでした。やがて
屋内で上演することが多くなったため、今は豆電球など
を使っています。

今も昔も燈籠人形は練習と本番、そして予備用の
3体を用意します。これは体の中に火の

ついたカンテラを入れるため、もし公演中に燃えてもすぐ交換
できるように、という理由に基づく伝統です。
　また、背景も人形と同じように和紙で描かれ、後ろから光を
当てることで絵を浮かび上がらせます。背景にも糸が仕付けら
れ、操り手が動かすことで、上下したり裏返したりして芝居の
場面を転換します。
　人形作りには経験者の知識が欠かせません。若い保存会メン
バーたちは、過去の公演に携わったベテランのアドバイスを聞
き、保管されている人形や公演の記録を何度も見直しながら、
少しずつ人形作りを進めていきます。


